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Imaging Mass Cytometry の機能 

あらゆるタイプの組織 3つのイメージングモード 

自家蛍光による干渉なく画像を取得 あらゆる研究に対応します 

共検出 バッチスライド処理 

オートスライドローダー マルチモード測定 

同じ組織のタンパク質と RNA を同時に

検出 

サンプル検体数が多い研究に適した 

ワークフロー 

イメージング解析とフローサイト

メトリー解析の,2 つの機能が使え

ます 

自動で組織スライドを入れ替えながら

測定 



Hyperion XTi™で 

研究の可能性を最大限に 



同時検出可能な 

マーカー数は 40以上 

40以上のマーカーをリアルタイムで可視化 

疾患の進行や治療に対する反応を適時に評価するには、組織の複雑な微小環境を理解することが

不可欠です。Imaging Mass Cytometry（IMC ）には、40 以上のタンパク質・RNA マーカーの画

像を同時に取得して可視化できるという独自の機能があります。時間のかかるイメージングサイ

クルはありません。 

ワンステップ マルチプレックスイメージングアプローチ 

リアルタイムにデータを可視化 

転移による免疫細胞浸潤 

高レベルの免疫細胞浸潤 

病勢安定な腫瘍 

5 cm2の大腸サンプル 



IMC CycIF 

B細胞と T細胞のシグナルの区別が明確 偽陽性（B細胞と T細胞のシグナルが共局在） 

骨髄組織において、 

サ イ ク ル 免 疫 蛍 光 染 色 法

（CycIF）を用いたデータ（右）

では、B 細胞（CD20+）と T 細胞

（CD3+）の共局在（黄）の偽陽性

シグナルが見られます。 

一方、IMC（左）の場合、B 細胞

（緑）と T 細胞（赤）のシグナル

が明確に区別されます。 

0.96 cm2のマウス脳サンプル 

28のマーカーの画像を 1時間 41分で取得 

真のデータから、解析へ。 

限られた貴重な組織サンプルから生物学的知見を得るためには、データの品質と明瞭さがき

わめて重要です。肺、骨髄、結腸、脳など、どのような組織の画像でも、自家蛍光による影

響はなく、境界は明瞭です。Imaging Mass Cytometry は、蛍光ではなく金属標識抗体を使用

しているため、バックグラウンドとなる自家蛍光やスペクトルの重複がありません。 
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組織を短時間でスキャンし、20分でスライド全体のプレビュー。 

関心領域（ROI）と次に使用するイメージングモードを素早く決定できます。 

3つのイメージングモードで 

あらゆる研究に対応 

マーカー数：42｜取得時間：20分｜解像度：1 µmのサブサンプリング（28ピクセル間隔）｜組織：結腸がん 

マーカー数：42｜取得時間：2時間｜解像度：1 µm｜組織：結腸 

シングルセルの解像度で ROIの詳細なデータが得られます。 
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取得スピードを犠牲にせずに 

マルチプレックス空間マッピング 

マーカー数：41｜取得時間：5時間 7分｜解像度：5 µm｜組織：前立腺がん 

ホールスライドイメージングにより腫瘍内不均一性を可視化します。 

待ち時間は最小限に。 

プレビューモード 

セルモード 

ティッシュモード 

Hyperion  XTiのイメージングモード

のうちのひとつ、あるいは組み合わ

せて測定することで、ハイプレック

スデータをより短時間で得ることが

できます。 



ヒトがん免疫 IMC パネル（31 抗体）およびヒト免疫細胞拡張

IMC パネル（7 抗体）を組み合わせ、乳がんの腫瘍微小環境を

解析した。その結果、がん関連線維芽細胞（FAP）、リンパ球

系細胞（CD45）、骨髄系細胞（CD68）など多数の細胞型のほ

か、上皮間葉マーカー、細胞の機能的状態および組織構造が明

らかになりました。 

アプリケーションに特化したパネルからスタート 

15を超えるパネルから選択することで、40以上のマーカーを簡単に

ターゲットにできます。 

空間生物学研究を効率化する 

デザイン済みパネル 

神経科学 がん免疫学 

Maxpar 神経細胞表現型解析 IMC パネルキットで正常なマウス

の海馬 FFPE サンプルを調べることで、脳の主な細胞系列の明

確な空間位置が明瞭化。スケールバーサイズ = 100 μm、画像サ

イズ = 1,600  1,600 μm。 

パネルの組み合わせや関心ターゲット

のカスタマイズを簡単に行えます。 

こちらからすべてのイメージングパネルを表示 

表現型解析 

転移 

細胞構造 

活性化 

セルセグメン

テーション 

https://store.standardbio.com/imaging_consumables?ecfr=aKM4u000000buRtGAI
https://store.standardbio.com/imaging_consumables?ecfr=aKM4u000000buRtGAI
https://store.standardbio.com/imaging_consumables?ecfr=aKM4u000000buRtGAI


同じ組織サンプルのタンパク質と

RNA を検出し、病原体、宿主細

胞、またはタンパク質源の転写シグ

ネチャと空間的背景の相関関係を評

価します。

mRNA、タンパク質、および翻訳後

修飾を定量化することで、細胞ネッ

トワークや細胞特異的な遺伝子発現

に関する知見が深まります。

セルセグメンテーションの追加

空間イメージングの最も重要なステップを解決 

Maxpar® IMC セルセグメンテーションキットを使用すると、定量的シングルセル解析を単純

化できるため、細胞種やその機能、細胞内・細胞間プロセスを簡単に調べることができま

す。 

Maxpar IMC セルセグメンテーションキット
には、既存のパネルに簡単に追加できる 3 つ
のマーカーが含まれています。 

Maxpar IMC セルセグメンテーションキット
で染色したヒト非小細胞肺がんホルマリン固

定パラフィン包埋組織。スケールバーは 40 

μm 。赤： ICSK1 。緑： ICSK2 。青緑：
ICSK3。青：DNA。 

セルセグメンテーションには、Visiopharm® 

Phenoplex ソフトウェアを使用。 

RNA共検出で、より深い知見を。 

空間的表現型解析を細胞のトランスクリ

プトームに関する知見と組み合わせるこ

とができます。 

この画像の特徴は、Hyperion XTiイメージングシステムと、3つの設計済

みパネルキットを組み合わせた 33 のマーカーを含むパネルを使用するこ

とで、肺扁平上皮がん組織の RNA とタンパク質が共検出されていること

です。 

ICSK1、DNA ICSK2 DNA ICSK3 DNA 

結合 挿入 



最大 40 枚と高容量のスラ

イドを一度にロード可能 

オペレーター不在でも連

続データ取得が可能にな

り、サンプル処理量が 2～

3倍増加 

バーコードリーダーを搭載

し、信頼性あるサンプル

スライド識別 

オートスライドローダー 

スライドローダーを一体化することでこれまでにないレベルの効率的なスループット

を実現。最大 40 枚のスライドをオペレーターによるスライド入れ替え操作なしで処

理が可能です。 

同時多重染色 

IMC では、同時に多重染色が可能です。これにより、

実験ワークフローが効率化されます。 

同じバッチのスライドを同時に染色することで、実験

間誤差や技術的なばらつきが無くなり、さらに染色後

のスライドは解析の準備ができるまで保存が可能で

す。 

Slide maker 

24 
hours 



より短時間で結果が得られるワークフロー 

自動スライドローダー 

1日にスライド 40枚のイメージングが可能 

パネル 

パネルの再バリデーシ

ョンの必要なくマーカ

ーを入れ替えられます 

リアルタイム 

データ解析 

40 以上のマーカーが測

定開始数分後には可視

化されます 

染色 

金属標識が安定して

いるため、染色した

スライドのイメージ

ングをいつでも行え

ます 

スライドロード 

最大 40 枚のスライド

をセットできます 

イメージング 

スライドが自動的に

処理され、サンプル

ごとに 40 以上のマー

カーの画像を同時に

取得できます 

解析テンプレートを使用し、 

研究をさらに効率化。 
MCD  SmartViewer のクイックビューテンプレートで、データ解析を加速できます。これ

らのテンプレートを使用すると、ハイプレックスデータの解釈を素早く行えるため、結果を

得るまでの時間が短縮できます。 

クイックビュー 

サンプルからより多くの情報を。 

限られた時間でより多くの解析を。 

表現型解析 

免疫細胞の浸潤および活性化 転移による形質転換 ミエロイド系細胞の浸潤 

空間近傍分析 



〒 東京都中央区日本橋小伝馬町 ルミナス

(価格はお問い合わせください。)
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